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中
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宗
田
一
・
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田
岳
士
・
三
木
謙

特
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演
「
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体
解
剖
の
ル
ネ
サ
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ス
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大
阪
大
学
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誉
教
授
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田
尚
男
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会
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…
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：
杉
立
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一

（
長
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谷
洋
治
）

｜
例
会
抄
録
〆
ゞ
一

長
山
泰
政
（
一
八
九
三
・
一
二
・
四
’
一
九
八
六
・
一
二
・
六
）
は
、
主

と
し
て
大
阪
府
立
中
宮
病
院
で
は
た
ら
い
て
い
た
精
神
科
医
で
あ
る
。

こ
の
た
び
わ
た
し
た
ち
の
精
神
科
医
療
史
研
究
会
が
中
心
に
な
っ
て
長

山
泰
政
先
生
著
作
集
を
編
集
し
て
い
る
の
で
、
長
山
の
生
涯
を
概
観
し
、

ま
た
そ
の
業
績
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
こ
こ
ろ
み
た
い
。

わ
が
国
に
お
け
る
精
神
科
作
業
治
療
の
紹
介
は
緒
方
洪
庵
『
扶
氏
經

験
遺
訓
』
に
は
じ
ま
る
。
ョ
ン
ケ
ル
、
ロ
ー
レ
ッ
も
そ
の
重
要
性
を
強

調
し
、
一
九
○
○
年
ま
で
に
も
作
業
治
療
の
散
発
的
試
み
は
さ
れ
て
い

長
山
泰
政
ｌ
戦
前
に
院
外
治
療
を
提
唱
し
た
精
神
科
医
Ｉ

岡

田

靖
雄
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た
。
院
外
治
療
の
紹
介
も
さ
れ
た
。
呉
秀
三
が
巣
鴨
病
院
院
長
と
な
っ

て
か
ら
、
作
業
治
療
は
体
系
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
森
田
正
馬
も
そ
れ

に
た
ず
さ
わ
っ
た
一
人
で
、
彼
の
名
を
冠
さ
れ
た
治
療
法
の
源
の
一
つ

は
こ
の
と
き
の
経
験
で
あ
っ
た
。
一
九
○
○
年
の
精
神
病
者
監
護
法
は

入
院
は
監
禁
で
あ
る
と
し
て
い
た
が
、
一
九
一
九
年
の
精
神
病
院
法
に

よ
っ
て
、
監
禁
的
で
な
い
入
院
治
療
が
公
認
さ
れ
、
作
業
治
療
に
も
あ

た
ら
し
い
地
平
が
ひ
ら
か
れ
た
。
同
年
に
巣
鴨
か
ら
移
転
し
た
松
沢
病

院
で
加
藤
普
佐
次
郎
は
、
み
ず
か
ら
も
モ
ッ
コ
を
か
つ
い
で
作
業
治
療

に
あ
た
っ
た
。
加
藤
は
作
業
治
療
と
と
も
に
開
放
治
療
を
強
調
し
、
ま

た
う
た
い
・
お
ど
っ
て
患
者
を
た
の
し
ま
せ
た
。

加
藤
の
仕
事
は
か
れ
の
学
位
論
文
と
な
っ
た
が
、
同
僚
の
な
か
に
は

「
土
方
医
者
」
と
か
れ
を
さ
げ
す
む
人
の
ほ
う
が
お
お
か
っ
た
。
他
院

で
の
作
業
治
療
は
、
内
職
的
な
も
の
や
農
耕
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

長
山
は
一
九
一
九
年
に
府
立
大
阪
医
科
大
学
を
卒
業
し
、
神
経
病
理

面
の
仕
事
に
よ
っ
て
学
位
を
え
、
助
教
授
候
補
で
あ
っ
た
。
一
九
二
九

年
に
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
シ
ピ
ー
ル
マ
イ
エ
ル
に
つ
い

た
。
と
こ
ろ
が
同
年
九
月
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
ワ
イ
ガ
ン
ト
教
授
主
宰
の
講

習
会
で
ジ
モ
ン
の
作
業
治
療
、
コ
ル
プ
の
院
外
保
護
の
講
義
を
き
く
に

お
よ
ん
で
、
神
経
病
理
学
を
す
て
た
。
母
校
の
和
田
教
授
は
長
山
の
縁

つ
づ
き
の
人
だ
っ
た
が
、
和
田
は
長
山
に
ひ
ど
く
い
か
っ
た
。

一
九
三
○
年
一
二
月
に
帰
国
し
て
か
ら
長
山
は
中
宮
病
院
医
員
（
の
ち

医
長
）
と
し
て
、
作
業
治
療
に
と
り
く
む
と
と
も
に
、
一
九
三
一
年
か
ら

ョ
－
ロ
ッ
パ
の
精
神
科
作
業
治
療
お
よ
び
院
外
治
療
に
つ
い
て
精
力
的

な
紹
介
を
は
じ
め
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
院
外
保
護
の
試
み
も
し
た
。

樋
口
誠
太
郎

一
、
は
じ
め
に

金
沢
貞
顕
（
弘
安
元
年
・
二
一
七
八
～
元
弘
三
年
・
一
三
三
三
）
は
、
金

沢
北
条
氏
の
四
代
目
と
し
て
、
称
名
寺
や
金
沢
文
庫
を
充
実
さ
せ
る
上

で
功
績
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
と
共
に
、
す
ぐ
れ
た
文
人
武
将
で
あ
っ

た
。

し
か
し
、
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
に
あ
た
っ
て
は
、
執
権
北
条
高
時
外
一

族
と
共
に
鎌
倉
葛
西
谷
の
東
勝
寺
で
自
刃
し
て
果
て
た
。

と
い
っ
て
も
、
作
業
治
療
が
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
た
松
沢
病

院
と
ち
が
っ
て
中
宮
病
院
で
は
、
そ
れ
に
た
ず
さ
わ
る
従
業
員
も
わ
ず

か
で
、
長
山
の
仕
事
は
た
い
へ
ん
に
く
る
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
松
沢

病
院
で
加
藤
の
あ
と
を
う
け
つ
い
だ
菅
修
と
た
ま
に
あ
っ
て
か
た
り
あ

う
こ
と
は
、
七
月
七
日
に
二
星
が
め
ぐ
り
あ
う
思
い
で
あ
っ
た
と
つ
た

え
ら
れ
る
。
院
外
治
療
に
つ
い
て
は
松
沢
病
院
副
院
長
で
あ
っ
た
齋
藤

玉
男
（
冷
泉
禎
太
郎
名
義
の
も
の
も
あ
る
）
も
紹
介
し
は
じ
め
た
。

長
山
は
不
遇
の
う
ち
に
一
九
四
九
年
に
中
宮
病
院
を
退
職
し
、
わ
す

れ
ら
れ
た
存
在
に
な
っ
て
い
た
。

精
神
疾
患
患
者
の
院
外
治
療
が
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る
現
在
、
は
や

す
ぎ
た
こ
の
巨
人
の
足
跡
を
た
ど
り
な
お
し
た
い
。（

平
成
五
年
一
月
例
会
）

金
沢
貞
顕
文
書
の
医
史
学
的
研
究
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